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1 ，生命 の 定義をす る意味

　生命 の 定義は本学会 の 1 つ の ゴ ー
ル で あ り，通過 点で もあ り，さ らには新た な出発点 とな

る とい う観点か ら考 えて い きた い 。過去か ら現 代に向 か う化学進化学者，現代か ら過去 に向

か う生物進化学者に とっ て ，生命 の 定義は研究の ゴ ー
ル を決 める こ とで あ る 。 こ れ らの 研 究

は トン ネル を両方向か ら掘 っ て い る よ うなもの で あ り ， 到達点が決ま っ て い なけれ ば， トン

ネル は っ なが らな い
。

一方，生命 の 起原 を通過 点 と考え る研究 アプ ロ
ー

チ もあ る。宇宙科学

者に とっ て，素粒子 の 誕 生 ，宇宙 の 進化，生命の 起原 と進化 は物質進 化の
一

環で あ り，生命

の 起原 は通 過 点に過 ぎず，生命 の 定義は物質進 化 の
一

事象を ど こ に置 くか の 問題 となる。 さ

らに，生命 の 定義は過去 の 方向 へ 化学進化を見 る こ と，現代の 方向 へ 生物進 化を 見る出発点

ともなる 。

2 ．生命 の 定義に関 し，注 目すべ き 3 つ の 考え方

（1）生命 の 属性を，  自己 を維持する こ とがで き る 自動機能を持 つ ，  自己複 製能力 を持

つ ，  進化す る こ と，と定義 して い る研究者が い る［1］。オーソ ドッ ク ス な捉え方で ある。

（2 ）生 命を以下の よ うに捉 え る研究者 もい た ［2］。  主観的生命 と客観的生命 ，  個 と して

の 生命 （ミク ロ の 生命） と令 体 として の 生命 （マ ク ロ の 生命），  肉体的生命 と精神的生命 ，

  生物的生命 と文化的生命，  地球 上 の 生命 と地 球外の 生 命。これは 包括的な捉え方で ある。

（3 ）生命 （Life）に対 し，生命体 （Organis．　m） とい う言葉を使 う研 究者が い た ［3］。我 々 は

どち らの 言葉 を使 うべ きだろ うか 。

3 ．生命 に関する 中学生の 認識

　中学生に対 し，生命 と物質 の 間 の 学習項 目 （酵素）に つ い て の ア ン ケ
ー

トを行 な っ た とこ

ろ，半数以 上 が，「酵素が 生命か物質か わか らな い
。 」 と回答 した。 こ れ は 日本の 教育内容 と

方法の 問題点であるが，学 問的認識 と
一般人 の 認識 との ずれ が生 じる fi1能性 も示唆 して い る。
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